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論 文 内 容 の 要 旨
[目的] 反社会的行動化により少年院送致に至った少年の自閉症傾向および情緒•問題行動の特徴を 
検討すること。
[対象] 平成 19年 7 月 1 日から20年 6 月 3 0日までの1年間にA 少年院に入所中の14歳から18歳 
までの男性173人 （16.2±1.1歳，田中ビネ一式知能検査:平均 IQ 94. 4±12. 0 ) を対象とした。自閉 
症スぺク卜ラム指数(AQ)についてのみ，中学生男性88人を比較対照群とした。
[方法] 少年院入所直後にA Q とユースセルフレポート（YSR)を実施した。ま た Diagnostic and 
Statistical Manual of Mental Disorders, 4th Edition. (DSM-IV)により素行障害の診断を行った。 
[結果] 少年院群のA Q総得点は20. 7±5. 88であった。対象群と中学群を自閉症傾向の有無を分ける 
AQ26点を力ッ卜オフボイントとして， 26点以上(高A Q群）と 26点未満(低 AQ群）の 2群に分類した 
ところ，高AQ群の割合は対象群22.收 （173人中38人)，一般中学群12. 5% (88人中11人)であり，有 
意差を認めなかった。対象群のうち素行障害診断に合致した者は173人中9 4人 （54.3%)であった。 
対象群における高A Q群と低A Q群間で，素行障害診断の比率に有意差を認めなかった。YSRでは，高 
A Q群が低A Q群に比して「不安抑うつ」，「社会性の問題」，「注意の問題」および「内向尺度」得点 
が有意に高かった。
[結論] 少年院収容された少年は，自閉症傾向において一般中学生と差が無いと考えられた。また， 
少年院入所者のうち，自閉症傾向を有するものは，不安抑うつ，社会性，注意の問題を持つことが多 
いことが示唆され，これらの点を考慮した矯正教育を行う必要があると考えられた。
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
反社会的行動化により少年院送致に至った少年の自閉症傾向および情緒•問題行動の特徴を検討し 
た。
[対象] 平成 19年 7 月 1 日から20年 6 月 3 0日までの1年間にA 少年院に入所中の14歳から18歳 
までの男性 1了3 人 （16. 2±1.1歳,田中ビネ一式知能検査:平均 IQ 94.4土12.0)を対象とした。自閉 
症スぺク卜ラム指数(AQ)についてのみ,中学生男性88人を比較対照群とした。少年院入所直後にAQ 
とユースセルフレポート（YSR)を実施した。また Diagnostic and Statistical Manual of Mental 
Disorders, 4th Edition. (DSM-IV)により素行障害の診断を行った。
少年院群のA Q総得点は20. 7土5. 88であった。対象群と中学群を自閉症傾向の有無を分けるカット 
オフポイント26点として， 26点以上(高 AQ群）と 2 6点未満(低 A Q群）の 2群に分類した。その結果 
高 A Q群の割合は対象群22. 0% (173人中3 8人)，一般中学群12. 5% (88人中 11人)であり，有意差を 
認めなかった。対象群のうち素行障害診断に合致した者は173人中 9 4人 （54. 3% )であった。対象群 
における高A Q群と低A Q群間で，素行障害診断の比率に有意差を認めなかった。YSRでは,高A Q群が 
低 A Q群に比して「不安抑うつ」，「社会性の問題」，「注意の問題」および「内向尺度」得点が有意 
に高かった。
少年院収容された少年は,自閉症傾向において一般中学生と差が無いと考えられた。また，少年院 
入所者のうち，自閉症傾向を有するものは，不安抑うつ，社会性，注意の問題を持つことが多いこと 
が示唆され，これらの点を考慮した矯正教育を行う必要があると考えられた。
以上の研究は、少年院に収容された少年のうち，自閉症傾向を有するものは，不安抑うつ，社会性，
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注意の問題を持つことが多いことが示唆したものであり、今後の矯正教育を行ううえで寄与する点は 
少なくないものと考えられた。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判 
定された。
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